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村前東A遺跡は、現在の山梨県中巨摩郡櫛形町と若草町との境界地域に広がる遺跡で、甲府盆

地西部の御勅使川扇状地の扇端部に位置しております。

本遺跡は、これまで一般国道52号線(甲西道路)改築工事にともなって1990年度と1993年度の2

回に渡り調査が行われ、今年度の中部横断自動車道建設にともなう調査が第3次調査にあたりま

す。本書はこの第3次調査の概要をまとめたものであります。

今年度の調査は、甲西道路部分を Ib区.II b区、インターチェンジ予定部分をE区 .N区とし

て実施しました。その結果、各地区において江戸、平安、古墳、弥生時代の文化層4面が明らか

にされております。

中・近世の遺構では、土坑29基、溝18条、洪水跡1ヵ所、畠状遺構2ケ所があり、とくに土坑

は近接する加賀美地区の瓦生産に関わる粘土採取坑と推定されるものもあります。平安時代の遺

構では、竪穴住居跡14軒、掘立柱建物跡2棟、溝7条が確認され、該期の集落構造が徐々に明らか

になりつつあります。古墳時代の遺構は、平安面の50-100cm下層に展開し、竪穴住居跡36軒、掘

立柱建物跡5棟、竪穴状遺構l基、 i蒋3条、土坑8基、ピット74基など濃密な遺構群が検出されて
おります。また今回の調査ではこれまでの調査で始めて、弥生時代の水田跡が存在することが明

らかにされ、御勅使川扇状地の形成過程を解き明かす重要な情報が得られました。

この概報が多くの方々に利用いただければ幸甚です。末筆ながら、種々のご指導、ご協力を賜

わった関係各位、並びに直接調査に参加いただいた方々に厚く御礼申し上げます。
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1.本書は1994(平成6)年度に実施した山梨県中巨摩郡櫛形

町、若草町地内に所在する村前東A遺跡(むらまえひが

しAいせき)の発掘調査の概報である。

2.調査は中部横断自動車道建設工事にともなって、日本道

路公団から山梨県教育委員会が委託を受け、山梨県埋蔵

文化財センターが実施した。

3.発掘調査は、 Ib区.m区を中山誠二・小林公治、 IIb
区 .N区を三田村美彦・佐野和規が担当した。

4.本書の執筆・編集は、上記の4名が担当し、文責は文末

に明記した。

5.本報告書に関わる出土品、記録図面、写真等は一括して

山梨県埋蔵文化財センターに保管しである。

6. 自然科学分析の結果の概要は、(掬パレオ・ラボの吉JlI
純子氏、および樋泉岳二氏より玉稿を賜わった。



1 .‘遺跡と周辺の環境

村前東A遺跡は、山梨県中巨摩郡櫛形町十五所字村前東

から同若草町十日市場にかけての広がりをもち、甲府盆地

の西部に形成された御勅使川扇状地の扇央部から扇端部に

かけて位置する(第 l図)。標高は約280メートルを測る。

この周辺一帯は、砂礁の堆積が厚く地下水位が低いため

稲作には適さず、戦前は桑栽培による養蚕、戦後になって

果樹栽培が急速に進行していった地域である。遺構は、そ

うした畑地となる砂諜層を取り除いた地表から約 1メート

ル以下のところにおいて、はじめて確認される。

第 1図遺跡の位置図

周辺の遺跡は、近年両町で相次いで行われた分布調査によって、櫛形町で239ヶ所、若草町で

86ヶ所を数える。旧石器から縄文時代にかけての遺跡は、本遺跡の背後にそびえる櫛形山のふ

もとをなす市之瀬台地などの台地上や、台地と扇状地の境界

第2図中部横断自動車
道上の遺跡群

にあたる緩斜面に多く分布する傾向をもち、時代が新しくな

るにつれ盆地低部への開発、居住傾向が強くなる。

中部横断自動車道にかかわる遺跡としては、 1989年、 1990

年の試掘調査によって、現在のところ、本遺跡を含め10ヶ所

が確認されている(第2図)。それらは櫛形町、若草町、甲西

町の三町にわたる。これらの遺跡が展開する地域は大きく 2

つに分けることができる。すなわち、御勅使川扇状地扇央部

から扇端部かけての徴高地に広がる乏水地域と、それより南

方に広がる湯水地域である。遺跡の内容として、前者は主に

集落跡などの居住地として展開し、後者は水固などの生産域

と分類することができる。

1. 七ツ打遺跡(近世 ;i棒状遺構等)

2. 十五所遺跡(弥生・古墳;方形周溝墓等)

3. 村前東A遺跡(弥生・古漬・平安・中近世;集落社等)

4. 新居道下遺跡(弥生・古墳・奈良・平安;集落社等)

5. 二本柳遺跡(弥生・古墳・平安・中近世;水田社等)

6. 向河原遺跡(弥生・中近世;水田社等)

7. 池田遺跡(弥生・古墳・奈良・平安;水田祉等)

8. 中川凹遺跡(弥生?・平安・近世;水田社等)

9. 大師束丹保遺跡(弥生・古墳・平安・中近世;古墳、水田

社等)

10. 宮沢中村遺跡(中世・近世;寺院祉等)



第3図調査区位置図

2 . 調査区の設定
調査区は、本遺跡のすべての調査予定地域を覆うように、南北500m、東西200mの範囲を一辺

100m方眼に区切り、 o1区から 10区の大グリッドを設定した(第3図)。さらに大グリッドを
東西南北に 20分割し、一辺5mの小グリッドとし、東西方向に束より AからTまで、南北方向

に甫より 1から 20までの番号を付すことにした。グリッドの名称、は、頭2桁を大グリッド名、

下三桁で小グリッド名を表すことにする。なお、大グリッドの起点となる点は、 o1の大グリッ
ド南東コーナーとし、国土座標系のx=ー43.180.000 Y =ー1.520.000に位置している。また、
方位はグリッドの南北ラインが真北、真南に対応し、磁北と 6度東方向にずれる。

3 . 調査経過
本遺跡は、 1990年度に畑地謹蹴用パイプ移設工事に伴う第 1次調査が行われ、 1993年度は第2

次調査として中部横断自動車道本線部の南側を I区、北側をE区として調査を行った。今年度は

引き続き、本線部の I区に北接する部分を 1b区、 E区に南接する部分を IIb区として調査し、

さらに、中部横断自動車道インターチェンジ部分の北半を田区、南半をW区としてそれぞれ調査

を行った。なおE区、 N区の調査区の境界はo7大グリッドと 08大グリッドを区切るラインお
よび02大グリッドと 03大グリッドを区切るラインとした。

調査の結果、各区において、弥生、古墳、平安、中近世の各時代に対応する 4面の文化層が確
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認された。なお、 E区、 W区については、その西側部分の調査が完了し、その東側部分では平

安・中近世面の調査を終え、弥生・古墳時代面の2面は、来年度以降の調査となる(第3図)。

調査は1994(平成 6)年4月13日から同年 12月26日まで行われ、 1995(平成 7)年 1月から 3月

まで整理作業を実施した。

4. 今年度調査の概要

ここでは、村前東A遺跡(lb区、 IIb区、皿区、 W区)で確認された4面の文化層について、

本年度調査全体の概要を、時代順に説明する。なお、調査区ごとの説明は次章以降に譲る。

1 )弥生時代(第4面) (第4図)

最下層の第4面では、弥生時代後期以前の水田跡が確認された。これらの遺構は、後述する

古墳時代前期の集落跡と層位的には近接してみられるものであるが、その上層にはわずかに間

層が存在する。したがって、この水田跡は弥生時代後期後葉以前の時期に相当するものと判断

される。遺構は E区と W区の境界付近に存在し、東側の第4面未調査範囲に向って広がるもの

と予想される。

水田の区画は大きいもので長さ 7m、幅2m、小さいもので長さ2.5m、幅2m程の長方形で

あり、弥生時代に一般的な小区画水田である。区画の数は34を数える。これらは、第4面の北

から南に向う自然地形の緩やかな傾斜に沿って配置されている。

2 )古墳時代(第3面) (第5図)

第3面では、古墳時代前期の集落祉が確認された。これらは、第4面の水田の畦畔を切る形

で展開する。竪穴住居祉は 1b区で1軒、 IIb区で3軒、皿区で16軒、 N区で16軒、計36軒が検

出された。また、掘立柱建物祉は皿区で3棟、 N区で2棟、計5棟が確認されている。

竪穴住居祉は、大きいもので一辺が8-9m程、小さいものが一辺が2-3m程で、多くが隅

丸の方形プランである。掘立柱建物祉は、大型のもので桁行約 6mの2x 3問、小型のもので一

辺約 3mの2x 2聞である。このほか、住居祉を取り巻くように溝が3条確認されている。この

うち、 E区、 W区を貫いて西端に存在する講は、 1b区北東角の講さらにIIb区の西端の講と同

じものであると思われる。そのほか、竪穴状遺構I基、土坑8基、ピット74基、焼土祉30ケ所が

検出されている。

これらの遺構群は未調査地域も含めて、付近いったいに広がりをもつことが予測され、古墳時

代前期の大規模な集落の存在を示唆している。 E区、 W区の東側の来年度調査予定地域には、こ

れらの集落祉がさらに展開していくと考えられる。

(佐野和規)
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古墳時代の遺構配置図第5図



(第6図)3 )平安時代(第 2面)

今年度の調査で検出された平安時代の遺構は、竪穴住居祉14軒、堀立柱建物社2棟、講8条、

竪穴状遺構 lヶ所である。これら遺構の分布密度は全体に希薄であるが、一様に分布するのでは

なく、いくつかの地点に若干のまとまりをもっているように見受けられる(第6図)。各遺構の詳

しい所属時期は未検討であるが、出土遺物からほぼ9-10世紀に入るものと考えられる。

これらの竪穴住居祉は、いずれも方位とほぼ向きが揃っており、さらに12軒の内、 10軒の住居

2 x 3間と 1x 1 2棟の堀立柱建物祉の柱聞は、社では東壁にカマドがつくられている。また、

聞であるが、その桁行方向は両者共にやや西に傾いている。このように、建築物の並びには分布

の散漫さとは対称的に統一性が感じられる。

包
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4)江戸時代(第 1面) (第7図)

江戸時代の遺構は、講17条、土坑28基、畠状遺構2ヶ所であり、この他に江戸時代後期以前

の洪水跡1ヶ所がある。

講はE区およびW区で確認されているが、その方向がW区で東西方向なのに対し、 E区では南

北方向のものもある。昨年度調査のE区で確認された講がいずれもほぼ南北方向であり、 E区の

同方向の講との関連性が問題となろうが、中でも第8号講と E区第2号講は同ーのものの可能性

がある。土坑はE区およびIIb区で確認されている。その内大型のものは後述するように、粘土

採掘坑と考えられるものであるが、 IIb区の 3基を除けばいずれも E区の北寄りに集中してい

る。この他、畠状遺構がE区とW区のほぼ境付近で確認されている。(小林公治)

江戸時代の遺構配置図
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5 . 1 b区の遺構と遺物

1 )概要

1 b区は昨年度調査区の I区の北側に連続する幅16m、長さ50mの地区である。調査の結果、

平安時代の講状遺構 l条、古墳時代前期の竪穴住居跡 l軒、竪穴状遺構 l基、講 2条、土坑3

基、ピット27基が発見されている。

2 )古墳時代の遺構と遺物

(Pl.1 ~2) 

第16号住居祉(SI016)は、調査区北西部に

位置し、北西コーナ一部が調査区外に延び

る。一辺 5m程の隅丸方形の竪穴住居祉で、

ほぼ東西南北に沿って構築されている。内部

施設は主柱穴の一部とされるピ yトが3本が

検出されているが、床面の遺存状況が悪くそ

の他の施設は確認できなかった。覆土内に

は炭化材がわずかに検出されたほか、古墳

時代前期の土師器や台石が出土している。

竪穴状遺構(SI017)は、本調査区北東部に

検出され、遺構半分がさらに調査区外に延び

ている。この遺構は、長軸4.5m、短軸2.5m程

の不整楕円形を呈し、 i奈さ90cm程のすり鉢状

の断面形態を示す。覆土内から完形に近い長

頚壷や台付斐が出土している。

i詫状遺構は、調査区北東端に位置する

SD009と調査区中央を南北方向に走る

PI.1 第16号住居I止(SI016)

PI.2 竪穴状遺構(SIO1 '7) 

SD010が存在する。SD009は、幅2.8m、深さ90cm程のi誌で、 IIb区のSD019とN区のSD005に連

続する構と判断される。

3 )平安時代の遺構

本調査区の北側においては後世の氾濫によ って平安時代の旧地表面が削平され、中礁を主体と

した洪水堆積物が一面に広がりを見せている。調査区南西部において I区で確認された第 l号溝

(SD001)が認められている。

(中山誠二)
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6. n b区の遺構と遺物

1 )概要

IIb区は、昨年度調査した E区の南側の約

600m2の地区である(第3図)。本区では3面に

渡り文化層が確認され、第 l面が江戸時代、第

2面が平安時代、第3面が古墳時代に比定され

る。

2 )古墳時代の遺構と遺物(P1.4)
PI.3 nb区全景

古墳時代では、住居祉3軒、土坑 l基、構 l条、焼土祉5ケ所が検出されている。本区では遺

構確認面と覆土の色調が近似しており、遺構確認が難航した。特に住居祉は火災等で炭化物、炭

化材などが覆土に多量に残存されるような状況でないとプランを明確に確認できなかった。これ

らの検出された遺構や遺構確認面上層に堆積する当該期の黒色包含層からは、多量の遺物が出土

し、そのほとんどが古墳時代前期に比定される輩、壷、高杯、器台などで、東海系の土器も混在

している。

住居祉の内、調査区の中央部から東寄りで検出された第17号住居枇(SI017)は、東西4.5m、南

jヒ4mの方形を呈する(P1.4)。本社は火災を受けたと考えられ、覆土からは多量の炭化物、炭化材

が検出された。炉祉は住居社中央部より東寄りで検出され、柱穴が3本確認されている。

3 )平安時代の遺構と遺物(P1.5)

住居枇 2軒が調査区の北側で確認されている。この内、 P1.5に示した第16号住居社(SI016)は西

側が調査区外となり、プランは不明瞭である。カマドは北壁に構築されている。

4 )江戸時代の遺構と遺物

調査区東側でi棒状遺構(SD018)が確認されている。一部土坑状に深く掘込まれている箇所があ

り、粘土採取を目的とした遺構の可能性がある。 (三田村美彦)

nb区第17号住居I止 PI.5 nb区第16号住居I止

-9-



? m区の遺構と遺物

1 )概要

E区では4枚の文化層が検出されている。最上層では江戸時代の土坑28基、溝口条が調査区

北部に集中して存在し、調査区南側においては江戸時代後期以前の洪水跡と畠状遺構が 1ヶ所

ずつ確認された。第2面では、平安時代の竪穴住居祉12軒、掘立柱建物祉 1棟、講6本が存在

する。第3面では古墳時代前期の竪穴住居社16軒、掘立柱建物社3棟、土坑 l基、焼土祉19ケ

所、第4面では弥生時代と推定される水田跡が20面が検出されている。

2 )弥生時代の遺構(第4図、 P1.l4)

E区南側において水田跡が20面発見された。水田は長辺3-7m、短辺2mほどの長方形を呈

する小区画水田で、長軸方向をほぼ東西方向にとって配列されている。畦畔の規模は、幅約30

-40cm、高さ20cm前後で、水口施設も数ヶ所で確認されている。水田群の全体的傾斜は北から

南へ向かつて緩やかな傾斜をなしており取排水の方向を推定することができるが、今回の調査

ではこれに伴う水路施設は特定できなかった。所属時期については、今年度調査では時期確定

を行う土器資料が得られず正確には限定できないが、堆積構造の検討から弥生時代後期後業以

前の水田跡であると判断される。

3 )古墳時代の遺構と遺物(第8・9図)

竪穴住居祉16軒、掘立柱建物品t3棟、土坑 1基、焼土社19ヶ所が検出された。該期の住居跡

は調査区北側において密集する傾向が認められる。住居跡の平面プランは隅丸の長方形または

正方形を呈するものが多く、一辺が4-7m前後である。これらの遺構からは土器のほかに若干

の鉄製品が出土している。特に土器は弥生6期~古墳時代初頭に位置付けられ、甲府盆地にお

ける 3世紀後半から 4世紀前半の土器様相の変化を捉える上でも重要な資料となりうる。

以下では、第14号住居社(S1014)を取り上げ、その概要を見ることにしたい。

この住居祉は E区北側の08区G-H-05-06グリッドに位置する。住居祉は長辺6.lm、短辺

5.1mの隅丸長方形を呈し、長軸方向をほぼ東西方向にとっている。炉は住居社長軸中心線上に

奥壁から 1mほど内側に設置されており、浅い掘込み上面に粘土を水平に貼った地床炉に類似し

たタイプである。柱穴は直径40cm、深さ40cm前後の不整円形ピットで、 4本主柱穴であったと

推定される。また、住居祉南西コーナーには、小ピットが 1基存在する。

遺物は、 270点余りの土器片が床面直上から覆土内にかけて出土している。復元可能な土器は

第9図に図示した 6点で、この内 1-5は床面直上に押しつぶされた状態で出土してしているこ

とから、住居祉廃棄時に使用されていた土器と推定される。出土土器には、壷、童、高杯、器

台などが認められ、器種の認識可能な23個体の土器の内、その比率は各々17%、52%、26%、4

%となっている。聾にはS字状口縁台付費(以下S字聾)5点、単純口縁聾3点、刻み目口縁聾

-10一
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1点、山陰系有段口縁聾1点があり、甲斐弥生6A期(中山1993r甲斐弥生土器編年の現状と課
題J)の在地型の費を主体とした煮沸形態の構成から大きく変化していることが理解される。ま

た、 S字聾の中には、 3・4の様に口縁有段部にクシ状工具による刺突を廻らせ、胸台部内面に

折り返しを持たないタイプのS字聾の中でも古相に比定されるものが含まれる。壷は、頚部から

肩部が明瞭に屈折し、弥生6A期の壷形態と大きく異なる。また、高杯は、杯部下部に屈折部を

もっ有稜高杯の大型品で、脚部が朝顔状に外反し3つの透孔を持つ。

これらの出土土器は、尾張地域を中心とした東海西部系の古式土師器の影響を強く受けてお

り、甲斐地域の古式土師器成立に関わる重要な土器群であると考えられる。

(中山誠二)
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4) 平安時代の遺構と遺物 (P1.6~P1.9) 
各竪穴住居担tは特に東寄りに 7軒ほどがまとまって検出されている (PI.8)。平面プランはいず

れもほぼ方形で、規模は最も小さい第9号住居祉で205x 208m、最も大きな第6号住居社では405x 

5mであるが、おおむね一辺 4m程度である。江戸時代の講による撹乱のため破壊されているが

西壁にカマドがあったと推測される第 3号住居祉を除き、いずれの住居でもカマドは東壁にあ

る。その材料にはやや粘質な土を全体に利用しているが、まれに袖中心に礁を入れて芯として

いるものもある。柱穴は確認できない。また、床面の硬化状況はカマド前から反対の壁側に向かつ

て特に顕著な傾向が窺われた。遺物の出土量は全体に少なく、土師器の甲斐型土器が主体である。

田区で l棟だけ検出されている堀立柱建物壮(PI.9)は、最も近い住居担tからでも13m離れてい

る。この建物は、東西305mX南北4mの2間x3聞の建物で、南北が桁行となりやや酉偏してい

る。竪穴住居祉に対し、この建物は平地式の倉庫または居住施設であった可能性が高い。遺物

がまったく出土していないために、詳細な時期は不明であるが、平安時代の旧地表面から掘込

まれてお り、該期の遺構と判断される。なお、南東角の柱穴は撹乱により失われている。

PI.6 第100 11号住居I止 Plo'7 第11号住居I止力マド

Pl08 平安時代の住居I止群 第 1号掘立柱建物I止
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5 )江戸時代の遺構と遺物 (Pl.lO~P1.l3) 
田区では、講や土坑がかなり密集して検出されている。構は、長さ10m以上、幅は数十cmか

ら1mほど、深さは50-60cm程度で、あるが、平面プランは一様でない。第8号潜から見込みにコ

ンニヤク版五弁花を持つ肥前系陶磁器皿が出土しており、 18世紀前半以降のものであろう 。

土坑は、大型と小型の二種に分けられるようである。前者の平面プランは略円形もしくは長方

形で、長径 2-3m前後、確認面下1.5m前後まで掘り下げたものが多し、。こうした土坑が長軸

方向に連続して掘られた結果、掘り方がj帯状となったものもある (PI.13)。同様の土坑は、 500-

600mほど南の新居道下遺跡でも見つかっており、粘土採掘のための土坑と考えられている(山梨

県埋蔵文化財センター 199H年報8~ )。多量の粘土を必要とした瓦生産や土壁の材料として粘

土が採取された可能性が高い。覆土には多量の傑が充填されており (PI.12)、人為的な埋め戻し

と推定される。出土遺物から18世紀代のものと思われる。小型の土坑は、規模を除けば平面プラ

ンは他と類似するが、掘り込みがかなり浅く、目的が異なるものであろう 。

この他、突発的出水で地面が深く扶り込まれた洪水跡がある(PI.10 )。内面は水流によって交

互に左右の壁を扶りながら急激に深度を深めており、最深部は確認面下 3m近くに及ぶ。内部

は、砂礁によって埋め尽くされている。この洪水跡は江戸時代の第2・3号潜に掘り込まれてい

るため、それ以前かつ平安時代以後に起こったと判断される。(小林公治)

PI.10 rn区江戸時代面全景 PI.11 第2.3号溝

PI.12 第4号土坑 PI.13 第10・11号溝、第20号土坑
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8. N区の遺構と遺物

1 )概要

W区は中部横断自動車道のインターチェンジ部分に相当する箇所の南半分の地区である。文化

層は4面にわたり確認された。第l面は江戸時代を主体とする中~近世面、第2面は平安時代、

第3面は古墳時代、第4面は弥生時代に比定される。

2 )弥生時代

の遺構

(第4図、

Pl.14) 

W区で発見さ

れた弥生時代の

水田祉は、 一部

田区に重複する

が、 14面を数え

る。これらは長

辺2-5m、短辺

2m前後の方形を

呈する水田を畦

畔が区画するも

ので、水口と思

われる施設も存

在する。 PI.14 

3 )古墳時代の遺構と遺物(第10・11図)

古墳時代では、住居j:J1:16軒、掘立柱建物社2棟、 i梓2条の他、土坑、焼土祉などが検出され

ている。住居祉は方形プランとなるものが多く、 2.5x 2.5mの小型のものから 9x 8 mの大型のも

のまでその規模は多様であるが、今回のW区の調査では一辺 5m前後の住居が主体となる。

以下では第13号住居祉(SI013)を取り 上げ、その概要を記す。本社は調査区北側で検出されて

おり、 一辺 5m弱のほほ正方形を呈する住居祉(第10図)である。炉は床を若干掘込んだ地床

炉となり、住居祉中央よりやや北側で検出された。柱穴などの他の内部施設は確認できなかっ

た。

遺物の出土状況は散漫で、、特筆すべき傾向は見られないが、個体となる資料が5点ほど出土し

ている (第11図)0 1 -3は濃尾平野を中心とする東海西部地域に祖源、を持つS字聾である。 1は
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住居枇北東部のコーナー付近で床面から約20cm

上で出土したもので(PI.l6)、底部を破損してい

る。口縁部は中段が外反し、上段が丸みを帯び

る。胴部は球形を呈し、上部で横位のハケメ、

下半部で斜位のハケメが施される。2は炉祉の

西側、床面直上から出土したもので、台部を除

きほほ完存する。器形は lに類似するが、胴上

部の横ハケを持たない。3は住居祉西の壁際、

床面直上から出土したもので、台部から口縁部
PI.15 第9号住居I止調査風景

までほぼ完存している。口縁部形態は 1・2に

類似するが、胴部が長胴となり、横位のハケメが2段にわたっている。台部下端部内面が折り

返される。4は山陰系とされる大型の有段口縁聾で、住居祉南側で出土しており、 10cm程のレ

ベル差を持って接合している。口縁部は大きく外反し発達する。)J阿部は肩の張る器形となり、

焼成後と思われる穿孔が lケ所認められた。5は高杯で住居祉西側の床面から30cm程上部で出土

した。ほほ完形で杯部下段に稜をもっ。脚部は朝顔状に広がり 3ケ所に円孔が穿たれる。器面の

ロ

む.
、l'

¥. 
ム::J:j¥ L 

第10図 W区第13号住居I止遺物出土状況
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第11図 N区第13号住居I止出土遺物

磨滅が激しく杯部の調整は不明で、胸部外面において縦方向のミガキが一部確認された。内面は下

端がナデ、中段がハケメ調整される。

掘立柱建物祉は2練確認され、この内第2号掘立柱建物社(SB002)は南北3.5m、東西3m程の2

間x3聞の建物となる (PI.l7)。

j蒜は調査区の東西両端で 2条検出されている

(第5図)。いずれも断面は逆台形を呈し、覆土に

は砂礁が充満している。

この他、焼土祉や土坑なども確認され、土坑の

中には掘立柱建物の柱穴の可能性をもつものが含

まれている。

これら検出された遺構や、遺構確認面上の黒色

遺物包含層からは当該期の遺物が多量に出土して

いる。遺物は壷、費、高杯、器台などの古式土師

器のほか、磨石様の石器がわずかに出土している。

17 
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遺物出土状況



4 )平安時代の遺構と遺物
(第 6図、 P1.l8)

平安時代面では、住居祉3軒、掘立柱建物枇

l棟が検出された。住居祉は一辺が3m前後の

方形プランとなり、カマドが東壁のやや南寄り

に構築されている。柱穴は掘り方まで精査した

が検出されなかった。遺物は土師器の杯、聾の

破片がわずかに出土した。

5 )中・近世の遺構と遺物

(第 7図、 P1.l9・20)

該期の遺構は、畠状遺構 lケ所、溝3条、竪

穴状遺構 l基である。畠状遺構(SX002)は調査

区ほぽ中央で発見され、畝開講に類似するl幅約

50cm、深さ10cm、長さ23m程のi誌が東西方向

に等間隔でのびている 。i梓やi持聞には直径

10cm程の小穴が多数検出されている。共伴遺

物がないため時期は不明であるが、堆積状況か

ら平安時代後期以降、江戸時代後期以前の遺構

と考えられる。

(三田村美彦)

a喝~ヰ噂...-咽・~-，-<".-.­

( ".; 、戸川処寸

PI.19 畠状遺構全票

-18-

/ ， 
〉

~ g;過惨

PI.17 掘立柱建物I止

PI.18 第 1号住居I止

PI.20 畠状遺構調査風景
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9 . 自然科学分析(1• 11区)

1 )はじめに

ここでは、昨年度の 1. II区調査で委託した自然科学分析のうち、カマドおよび炉内土から

O.5mm目のフルイによって水洗選別された炭化種実と動物遺体の同定結果について報告する。た

だし、炭花種実については、スペースの限界からその概要にすぎないことを断っておきたい。な

お、遺構の時期については、カマドのある住居は平安時代(9-10c)、焼土祉は古墳時代前期、

E区の炉のある住居は弥生時代後期である。(小林公治)

2 )炭化種実(第 1表)

1.試料について

試料は、水選飾別され、炭化物のみひろいだされていた。炭化物は実体顕微鏡下で同定可能

な炭化物のみを選び出し、分類群を同定した。

2. 出土炭化種実について

カマドから出土した分類群は、いわゆる穀類が多く、なかでもイネを出土している試料が多

かった。つぎにオオムギ、コムギ、ムギ類が多く、 4ヶ所のカマドからアワ、 Iヶ所のカマド

からキビを出土している。弥生時代後期の遺構のうち第II号住居祉炉からはオニグルミ・イネ

を、第13号住居枇からはシロザ近似種を出土している。 (吉川純子)

第1表 I区 .II区出土炭化種子

遺構名--空
オニグル 彼極悪果)¥ プド スゲ カグヤサツ特リ イネ

オオ コム ムギ
7ワ キピ

エノコロ イ科ネ エノキ キイチ 近シ似ロ持ザ 穀塊鎖
ミ依Ji ウ桝 ~ ムギ ギ 額 グサ属 グ叶 ゴ属

1 t( 51.002カマドA 2 2 

1 t( 51.002カマト B 2 

1 t( 51.004カマト 2 4 2 2 2 

1 1>( 51・004li裁選構 5 1 5 

1 1ベ51.005骨マト 7 1 6 

11>( 51.006カマド 2 2 3 

1 1>( 51.007カマト 3 2 

1 I旦51.010れド 7 3 

I似C51.012カマト 5 

II T( 51.002カマド 2 

II 1>( 51.004れト

II 1>( 51・007れト 2 

II t( 51.009カマド 2 

II t( 51.010カマト 2 2 3 

1 t( 5F.ω5焼l刈

II t( 51.011が.l!1:i((1

II 1>( 51.013骨i祉 2 

ノEL' ，lt 5 2 2 29 3 4 12 7 2 3 6 2 2 15 12 
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3 )動物遺体(第 2表)

村前東A遺跡より検出された動物骨様の破片について、分析

を行った。供試したのは、 I区33サンプル、 H区10サンプル

で、資料の採取位置はほとんどがカマドであり、他に若干の焼

土祉 炉土止がある。これらのうち、確実に動物骨であると判定

できる資料が含まれていたのは、 I区 No.52(01 T 15No.8855)、

E区 NO.6(SI-007カマド)、 No.l1(SI-010カマド)、 NO.12(SI-OlO 

カマド)の4サンプルであった。その他、計16のサンプルより骨

の可能性のある破片が検出されているが、小破片のため断定で

きない(第2表)。他の資料は、いずれも砂粒、パミス、灰の小

塊などであり、骨は含まれていなかった。

骨と判定された資料はすべて強く被熱-白色化し、細片と

なっている(Pl.21-24) 0 II区 No.l2の資料は形態、骨質、骨の

厚さから見て、 日南乳類の長骨破片と判定されるが、より詳細な

同定は難しい。 I区 No.52、E区 No.llについても、不明確なが

らH甫乳類の可能性が高い。E区 NO.6は小破片のため詳細は不明

である。 (樋泉昔二)

PI.21 II区NO.12CX1.5)

PI.22 1区NO.52 PI.23 II区NO.11
(X 1.5) C X 1.5) 

-20一

第2表 I区 E区出土
動物遺体

区司No 遺構名 遺体

1.6 SI-004れド4層 ? 

1.17 SI-005カ7ト4区 ? 

1 -19 SI-006れト‘l層 ? 

1-26 SI-007れドl層 ? 

1-28 SI-007ni'ド 4区2層 ? 

1-40 SI-010カ7ト3層 ? 

1-42 SI-010力7卜2区 ? 

1-44 SI-012れド 2層 ? 

1-50 SI-012れト 3区 ? 

1 -51 SI-012れト 4区 ? 

11-6 SI-007れド 綱不明

11-7 SI-008カ7ト ? 

11-8 SI-009カ7ド ? 

11-9 SI-009カ7ド① ? 

11-11 SI-010カ7ド 鴫乳綱?

11-12 SI-OI0カ7トNO.958補乳綱

1-52 0lTl5 NO.8855 崎乳綱?

1-55 SF-003焼土祉 ? 

1-57 SF-005焼土祉 つ

1-58 SF-006焼土祉 ? 

11-13 SF-Oll炉枇2層 ? 

* ? :骨の可能性あり。

PI.24 II区NO.6
C X 1.5) 
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主な時代 Ib区:占墳時代前期、手安時代 IIb区:占墳時代、平安時代、中近世
田区.N医:弥牛.時代、出・境時代前期、千安時代、中近世
Ib区:古墳時代一種穴住J.1fJ:JH軒、七坑、ピット様、講 平安時代-il梓
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NT(:古境時代-1:附器、動植物遺体 平安時代ー土師務
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